
 

 

 

我々の水環境と知恵 

～65 億人と水問題のエコロジカルな解決～ 
 

 

平成１９年６月１３日 第４回研究会発表分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島大学大学院 

ソシオテクノサイエンス研究部教授 

望月 秋利 

5-74



“世界の中の四国”の観点から、水の問題を解決することが四国の発展にとって
有効であり、今がその分岐点であること、そのためには、四国をひとつで考えな
い限りどうにもならないこと、また、流される情報を鵜呑みにするのではなく、
複眼で見ることが必要であることを強調された。【議事概要-P6-14】
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◆地球規模からの観点
寒冷化が食糧不足を引き起こし、社会混乱を招く、この関係は歴史上顕著に現れ
ている。【議事概要-P6-15】

IPPC（Intergovernmental Panel on Climate Change：気候変動に関する政府間パ
ネル）の予測による2050 年地球人口は91 億人であるが、地球上に91億人が生活
できる保障は無い。人口減の可能性もあり、現在の人口増の現象は、カタストロ
フィック・クライシス・カーブ（Catastrophic crisis curve）という、”破滅曲
線”に乗っている。【議事概要-P6-15】
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地球温暖化が問題となっているが、CO2 が多く、気温が上がることは動植物に
とって豊かになる原動力。むしろ怖いのは人口減の方であり、水不足・寒冷化・
災害・環境汚染等が引き起こす食糧不足による人口減は悲惨な状況になる可能性
が高い。【議事概要-P6-15】

弥生から明治以降の気温変化を見ると、プラスマイナス3度の気温変動は当たり
前、気温上昇を抑え込もうという考え方が問題。【議事概要-P6-15】
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CO2 を減らせば気温は一定になるか、そんなことは考えられない。CO2 の変化は
気温変化の結果であり、CO2 を減らしても効果はないというのが私の意見であ
る。現状は気温が高く、CO2 が多くてありがたくも65億人が生きている、と考え
るべき。CO2 温暖化説は疑問。【議事概要-P6-15】
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◆四国の水
今後、世界的な食糧危機の可能性があり、日本・四国は地理的に世界に食糧を供
給する使命がある。四国は、水の問題をうまく解決すれば、世界に食糧で貢献で
き、ビジネスチャンスにもなる。今が分岐点であり、四国は先鞭を取れる。【議
事概要-P6-15】
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ただし、水の問題は雨の降り方の変化等から考えると、四国をひとつで考えない
限りどうにもならない。水のことさえ解決すれば、四国は食糧危機に対して、そ
の供給基地になり得る。そのための社会資本整備をすべき。【議事概要-P6-15】
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◆水問題解決へのアプローチ
水の使い方を見直す”平成の大検地”が必要ではないか。例えば農水は、要らな
いときは取水しない、営農してない田畑は除く。水の大量消費に対する課金制
度、生活用水であれば日常で無駄にしているものを考え直すことも必要。【議事
概要-P6-15】

洪水といって流すのではなく、貯める方法を考えるべきである。【議事概要-P6-
15】
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大都市で行われている洪水時の水を貯める貯水シールドトンネル、沖縄に多い地
下ダムも有効では。また、”貯水湖＋揚水発電”を提案したい。【議事概要-P6-
15】
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水問題の解決については、地球環境の変化の中で四国が先見的に取り組むことに
より初めて次の世代にメリットを残すことができる。【議事概要-P6-15】
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